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参 考
１．循環方式のホルムアルデヒド発散抑制装置付き解剖実習台の開発状況（事例調査結果）

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

装置のタイプ プッシュプル・タイプ換気装置 局所排気装置 プッシュプル・タイプ換気装置

設 備 の 概 要 解剖台に併設するプッシュプル・タイ 解剖台辺縁部分の吸気グリルからホ 解剖台に送風装置、吸引装置を装備
プ換気装置（別添１ 。 ルムアルデヒドを吸引し分解する換気 するプッシュプル・タイプ換気装置）

送気装置と吸気装置の２つの可動式の 装置（別添２ 。 （別添３ 。） ）
装置からなり、献体を挟み込む形で設置 献体から発生したホルムアルデヒド 解剖台の両端に送風装置と吸引装置
し、水平の気流を発生させる。 は、吸気グリルから解剖台床下部のス を設置し、両装置の間に水平の気流を

なお、両装置の開口面は解剖台の高さ クラバー装置に吸入し、分解・吸収。 発生させる。
に応じ、３段階調節が可能。 スクラバー装置は、特殊薬品を含む 吸引装置の吸気は光触媒フィルター

吸気装置は、ホルムアルデヒド専用の 水溶液にホルムアルデヒドを溶解させ で臭気物質が除去され、これを透過し、
活性炭フィルターを内蔵し、吸気中のホ 分解する。 た吸気のホルムアルデヒドは、ガス吸
ルムアルデヒドを吸着除毒し、室内に排 分解された空気は光触媒フィルター 着分解フィルターで吸着・分解。
気。 で再度分解し、室内に排気。 ガス吸着分解フィルターを透過した

吸気は再度送風装置から循環送気。

性 能 ＊送気装置 ＊解剖台 ＊プッシュプルタイプ換気装置
853 300 1100 1200 mm 2210 810 750mm 2270 705 1242 mm（ ）メーカー作成データ サイズ： × × ～ サイズ： × × サイズ： × ×
㎥/分（ ㎥/分 ㎥/分風 量：５ 風速制御回路を内蔵 吸入風量：３０ 送吸気風量：５～７）

＊吸気装置 スクラバー装置： ガス吸着分解フィルター：
サイズ： × × 水溶液の交換時間 は約３日～１ 試験濃度１ が吹出し口不検出950 380 1200 mm ppm
風 量：１２ 週間程度 （検知管法）に低減。㎥/分
活性炭フィルターの破過時間： 光触媒分解（二酸化チタン ：）

約９３時間 試験濃度１ 酸化による分解。生成物について ＊気中濃度測定結果：（ ）ppm
はデータなし。 処理前平均濃度 について、3.1ppm

OFF 0.52ppm＊気中濃度測定結果：換気装置 時に
）0.13 0.38ppm 0.20 0.01ppm～ を ～ 未満 ＊気中濃度測定結果 当該装置のみ稼働時の幾何平均値（

0.2ppm 0.7ppm 0.1ppm 0.08ppmに低減（ は移動発生源が測定装 試験濃度 を に低減。
置の近傍を通過したことにより高い濃 （設置型循環式ガス吸着分解装置併
度となった模様 。 行稼働時））

＊常時監視ガスモニターの設置が可能。

導 入 状 況 大学等に導入実績あり 米国で普及。 大学等に導入実績あり
国内では、現時点で使用実績なし。

そ の 他 約１９０万円／台 約２００万円／台 約２５０万円／台
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２．ホルムアルデヒド発散抑制関連装置・資材の開発状況（事例調査結果）

Ｆ社Ｄ社 Ｅ社

装置等のタイプ ホルマリン中和液 常時監視用ガスモニター 設置型循環式ガス吸着分解装置

設 備 の 概 要 献体の保存のために使用される献体に 「還流」方式を採用する際に、処理 室内設置型の循環式ホルムアルデヒ
注入されたホルマリンを中和する血管注 気中のホルムアルデヒドの濃度を連続 ド吸着分解装置（別紙６ 。）
入用中和液（別添４ 。 監視可能なガスモニター（別添５ 。 箱型の装置前面下部の吸気口から吸） ）

献体の固定・保存のため血管より注入 還流方式のプッシュプル型換気装置 引した空気はホルムアルデヒド吸着用
されたホルマリンの一部は、タンパク質 にホルムアルデヒドガスモニターを接 専用フィルターで吸着。
と結合せず、遊離しているが、これが、 続。 また、エアーフィルター、脱臭フィ
解剖実習時に揮発する。 フィルターを通過した空気に含まれ ルターで、粉じん、臭気物質等も除去

このため、血管より本液を注入し、遊 るホルムアルデヒドの濃度が規定濃度 され、処理済み空気が排気口から室内
離ホルマリンを中和することにより、ホ に達すると警報を発する。 に排気される。

。ルムアルデヒド暴露の低減に効果がある

性 能 ＊ホルムアルデヒド中和剤 ＊ガスモニター： ＊循環式ガス吸着分解装置
TRISCO 1380 710 2251 mm（ ）メーカー作成データ メーカー：米国 社製 監視可能換気装置台数：５台まで サイズ： × ×

㎥/分処理量：４０献体分／２０Ｌ サイズ： × × 処理風量：４０1380 710 2251 mm
コスト：２千円／献体 検知濃度：対象濃度レンジ３タイプ ガス吸着分解フィルター：
反応生成物：有害な物質が生成されな 管理濃度の１／１０まで 試験濃度 を吹出し口不検出0.5 ppm
いことを確認済み 物質名は非公表 検知可能 （検知管法）に低減。（ ）

普 及 状 況 米国の大学等での使用実績あり 大学等での使用実績あり 大学等に使用実績あり

そ の 他 ７．５万円／２０ ４５０万円／台L ６０万円／台（本体のみ、施工費用別途）


